
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  平成 ２６ 年 ５月２８日 

学校名 福井市中藤小学校  

校長氏名 小林 弘幸    

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

１ 中藤地区の環境、地球環境・エネルギーについて学習します。 

２ 学校で節電・節水・ゴミの分別、ゴミの減量に努めます。 

３ 地域と連携し、資源回収に進んで参加するよう努めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習 

・中藤地区の環境や、地球環境について調べ活動をし全校に発信する機会を持っていきます。 

・自分たちの学校の太陽光発電について調べ、これからのエネルギーについて考えていきます。 

② 節電・節水 

・総合で「環境」に取り組む５年生が、学校の節電や節水について調べ校内に呼びかけます。 

・地域の施設等の節電や節水について調べ、学校生活に活かします。 

・校内のゴミの分別について調べ、分別の仕方を高学年が低学年に教えていきます。 

③ 地域と連携して資源回収 

・地域と連携して資源回収を行います。 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

② の節電・節水ではそのことが大きな意味で地球全体の環境につながっていることを知り、積極的に行

おうとする。（相互性 多面的・総合的に考える力） 



様式第２号                                                （提出日）平成 ２７年１月２９日 

 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名       中藤小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

１ 中藤地区の環境、地球環境・エネルギーについて学習します。 

２ 学校で節電・節水・ゴミの分別、ゴミの減量に努めます。 

３ 地域と連携し、資源回収に進んで参加するよう努めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習 

・自分たちの一番身近な学校のエコについて調べ、学校の設計者をゲストティーチャーにお招きしお話を

伺いました。 

   

 

           

 

 

 ・自分たちの学校の太陽光発電について調べ、エネルギーについて関心をもつことができました。 

 
 
 
 
 
 
②節電・節水・ゴミの分別の取り組み 

・５年生が総合的な学習で学んだことを、学年で練り合い４年生に向けて発信しました。 

 
 

 
 
 
  
 
 

 

・体育館の格子戸を開け

ると何度気温が下が

るか調べました。 

・エコロジカルタワーの

照度を調べました。 

・学校の設計者を招いて校舎のコンセプトに

ついて聞きました。 

・手回し発電機で実験しました。 



 

・ゴミの分別について５年生が、１年生に教えに行きました。 

        
 
 
 
 
③地域と連携して 

資源回収 

 
 
★ ＥＳＤポイント 

②の節電・節水・ゴミの分別では、そのことが大きな意味で地球全体の環境につなが 

っていることに気付くことができました。（相互性 多面的・総合的に考える力） 

３ 

見
直
し 

 【具体的効果】 

①総合的な学習の時間に、自分たちの学校のエコや地域のエコについて調べることによって、自分

たちの身近なところからエコ活動をしていこうという意識が育ってきています。 

②節電・節水・ゴミの分別を他学年に発信することで、自分たちのエコに対する意識も高まってき

ています。 

③地域の資源回収では、親子で資源回収を手伝う児童が増えてきています。 

【改善点】 

・自分たちのエコ活動を、「見える化」し継続していけるようにしていきたい。 

・学校の委員会活動に位置づけたり、意識付けしたりして、学校全体で取り組んでいけるようにし

ていきたい。 

 

・１年生が、ゴミの分別に興味をもっ

て、取り組みました。 

・地域の方とともに、資源回収を手伝いました。 


